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様々な統計機能を利用して傾向の発見や
比較分析を行う

・ピボットツール
・マトリクスの統計機能
・統計機能
・散布図
・新規傾向の発掘（年代分析）
・急上昇中ワード（出現指標）

豊富なレポート機能を通して、比較分析や
動向分析を行う

◆自動出力レポート

・企業動向レポート
・テクノロジーレポート
・企業比較レポート
・文献トピック・文献組織レポート

◆カスタマイズ形式レポート

・スーパープロファイルレポート



豊富なレポート機能を通して、比較分析や
動向分析を行う
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簡単!自動出力レポート
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自動出力レポート

自動出力レポートは、ボタン1つで、取り込んであるデータ
から定型のレポートを出力する機能です。
以下の3つのタイプが用意されています。
・企業比較レポート
・企業レポート
・テクノロジーレポート
国への出願状況や技術分野、発明者、さらには
ここ数年での新しい出願傾向等などもレポートします。

データ抽出してから描くマップ



事例:Company comparison : Top 5 assignees

• Top5社の技術を自動比較

TORAY IND INC TOYOBO KK

L03-B05A [44] 磁気テープ A02-A07C [10]

重合触媒-有機
アルミニウム
化合物

T03-A01B [38]
データ記録の気
層 A05-F01C [9]

ポリアミドの
製造

T03-A01F [29]
データ記録の層
の配置 V04-R05A1 [7]

プリント基板
のセラミック

ユニークマニュアルコード

TORAY IND INC 
& TOYOBO KK

J01-C03 [63]
半透膜セパレー
ションプロセス

A12-W11J [49]
汚染コントロー
ル-水処理

D04-B07F [33] 海水の脱塩

共通マニュアルコード

東洋紡と東レは汚水処理や
海水の脱塩など技術で対抗す
るが、東レはデータの記録技術、
東洋紡はポリマーの製法などに

特徴がある。

データ抽出してから描くマップ



自動出力レポート種類と機能

種類 目的 レポート対象フィールド

企業レポート
（主に特許）

出願人の中から1社選択し、その企業の出願先の国、分野、発明者
の年代別傾向、新傾向などをレポートします。

• People（発明者など）
• Organization （出願人など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

企業比較
レポート
（主に特許）

出願人の中から2-5社を選択し、出願動向を比較します。
選択した企業の出願先の国、分野、発明者の年代傾向、共同出願
傾向、ユニークな分野などをレポートします。

2-5社について
• People（発明者など）
• Organization （出願人など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

テクノロジー
レポート
（主に特許）

技術分野の動向
ファイル中の動向について、出願先の国、分野、発明者の年代傾向な
どをレポートします。

• People（発明者など）
• Organization （出願人など）
• Year （優先権主張年など）
• Country （出願国など）
• Technology （IPC、マニュアルコードなど）

文献トピック
（主に論文）

論文の傾向を分析
年、組織、国、トピックワードごとの傾向、新出
などを分析してレポートします。

• 人名 （著者名など）
• 機関名 （所属機関など）
• 場所 （所属機関住所の国情報など）
• 年 （発行年など）
• Subtopics （著者キーワード、キーワードプラスなど）
• Subjects （標準化ジャーナル主題分野など）

文献組織 所属機関の中から組織を1つ選択し、年、組織、国、トピックワードの
傾向を分析してレポートします。

• 人名 （著者名など）
• 機関名 （所属機関など）
• 場所 （所属機関住所の国情報など）
• 年 （発行年など）
• Subtopics （著者キーワード、キーワードプラスなど）
• Subjects （標準化ジャーナル主題分野など）



カスタマイズ可能なレポート
スーパープロファイルレポート
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スーパープロファイルレポート
スーパープロファイルレポートは企業別に、Top5/10の分野はどこか?直近の分野はどこか?その他の企業にはないユニークな分野はどこか?等、分析した結果を
プロファイル形式で表示をするレポートです。分野だけではなく、フィールド作成してある様々なデータを選択することができ、自由度の高いレポート作成が可能です。
ExcelまたはDDAのシート状に表示する形式が選択できます。

データ抽出してから描くマップ



スーパープロファイルレポートの作成_1
1

あらかじめテンプレートがある場合は、
選択すると、設定が簡単に行えます。2

3 出力先を選択

4 一番左のカラムのプロファイルする軸と数を選択
企業の動向の場合は、出願人など
分析の範囲がグループで作成してある場合は
→ ●グループの選択

上位ｘ社で行いたい場合は
→ ●プロファイル項目数の設定

データ抽出してから描くマップ



スーパープロファイルレポートの作成_2

上の項目で設定した内容の形式を
イメージ表示しています。

6

7

名前を付けて、形式をテンプレート
保存することができます。
テンプレートにしておくと、次回同じようなレポート
を作成する際に便利です。

8

変更・削除・順序の変更
ができます。

5 分析項目とその方法をセットします

データ抽出してから描くマップ



スーパープロファイルレポートの作成_3

どのデータを どのグラフ・表示形式で どのデータ範囲で

列のサンプル よく利用するフィールド 列タイプ 範囲について

年（優先権主張年最先-DWPI） 線グラフ（年）
棒グラフ（年）

(年)を設定すると全範囲になりますが、x～x年など描きたい範
囲がある場合は、グループを設定しておきます。

国 (ファミリーメンバー国)
特許分類
用語の概念グループ

円グラフ (データセットの上位N位) レコード数の多い順をオプション N個で指定。
描きたい国の範囲がある場合はグループを設定しておきます。

国 (ファミリーメンバー国)
特許分類
用語の概念グループ

上位の項目 レコード数の多い順をオプション N個で指定。
描きたい国の範囲がある場合はグループを設定しておきます。

被引用数など 統計
数値フィールドについて、
最小値、最大値、平均値、中央値、
標準偏差の計算結果をまとめています

ー（設定なし）

2.93 特許分類
ファミリーメンバー国
用語の概念グループ

レコードあたりの平均用語数
1レコードに含まれるフィールドの個数の平
均値を計算しています

ー（設定なし）

データ抽出してから描くマップ



スーパープロファイルレポートの作成_4

列のサンプル よく利用するフィールド 列タイプ 範囲について

特許分類
ファミリーメンバー国
用語の概念グループ

項目の最大数
X件以上のレコードを有する項目を
多い順にトップから列記します

オプションでｘ件以上の数値を指定
サンプル:5

特許分類
ファミリーメンバー国
用語の概念グループ

一意の用語
他の比較フィールド(例:企業)と比較した場合に、
他が保持していない、該当の企業にしかない項目を
列挙します

ー（設定なし）

特許分類
ファミリーメンバー国
用語の概念グループ

予期しない項目
直近3年間で急に上昇(+)/下降(-)
した項目

ー（設定なし）

どのデータを どのグラフ・表示形式で どのデータ範囲で

データ抽出してから描くマップ



様々な統計機能を利用して傾向の発見や
比較分析を行う
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Matrix(マトリクス)の作成
例:自己相関マトリクス – IPCキャッチワーズ

【自己相関マトリクス】
同じフィールド内にて、マニュアルコード同士の相関を示しています。
分野同士の関連性の高さを把握することができます。
例えば、IPCキャッチワーズなどの分類を利用すると、分野同士の関連度を把握することができます。

縦軸データと横軸データの相関係数を
示します。

相関とは
相関係数は、0～1までの数値で表現されます。
1に近ければ近いほど相関(類似性)が高く、
0に近ければ近いほど、相関(類似性)は低くなります。

正の値である場合は、正の相関
= ー方が増えればもう一方も増える、

一方が減ればもう一方も減る傾向にある
負の値の場合、負の相関

= ー方が増えればもう一方が減少、
ー方が減ればもう一方は増える傾向にある 。



自己相関マトリクスの作成
例:IPCキャッチワーズの関係性を見る

2

軸データを選択3

4

「自己相関」を選択

1



Matrix(マトリクス)の作成
例:相互相関マトリクス - 出願人 x IPCキャッチワード

【相互相関マトリクス】
同じフィールド同士を、別のフィールドを通して、どの程度相関があるかを示しています。
この例の場合、マニュアルコードを通して見て、どの出願人が同じような分野で競合しているかを示します。

縦軸データと横軸データの相関係数を示し
ます。

相関とは
相関係数は、0～1までの数値で表現されます。
1に近ければ近いほど相関(類似性)が高く、
0に近ければ近いほど、相関(類似性)は低くなります。

正の値である場合は、正の相関
= ー方が増えればもう一方も増える、

一方が減ればもう一方も減る傾向にある
負の値の場合、負の相関

= ー方が増えればもう一方が減少、
ー方が減ればもう一方は増える傾向にある 。



相互相関マトリクスの作成
例:出願人の関係性をIPCキャッチワーズの関係性から見る

1

2

相関性を取るフィールド
を選択3

5

「相互相関」を選択

観点となるフィールドを
選択4



相互相関マップの作成
例:出願人の関係性をIPCキャッチワーズの関係性から見る

1

設定の方法は、マトリクスと同じです。



ファクターマップの作成
例:発明者のグループを知る

1

2

分析対象を選択
例:発明者、分類など3

4

一緒に登場する相関性の高いものが
グループ化されます。

グループ化したファクター同士の
相関性を表現します

【解析対象にした
リストを開くと・・・・】



【統計機能】
数値に関するデータから、出願人や発明者、分野など様々な分析を行うことが出来ます。
数値のデータであれば、何でも利用することが出来ます（引用数、出願国数、ファミリー
メンバー数等）
例:被引用データから、出願人の平均引用数ラインキングを作成する

1

2 比較するフィールドを選択します。
3

何で比較するか?の対象となる数値
データフィールドを選択
※データタイプが「番号」になっているも
のが選択可能

統計機能を利用する

データ抽出してから描くマップ
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ピボットツール

22

Insert footer

表示形式を
様々にアレンジ可能でプレゼンテーション
資料にも使いやすい!

単純にレコード数を表示することもできるし、
特定の数値の合計、平均、中央値などの
統計値を表示させることもできる。
例: 発明者数、被引用数、出現指標
スコア、特許価値指標（技術分野の重
要度、戦略的重要度など）

ピボット上に描きたいデータをピックアップしておくだけ
で、縦ｘ横の2軸のマトリックスを描いてくれます。
また、ドラッグ＆ドロップで様々なデータを動かすだけ
で1軸に2つ以上のデータを入れ子状に表示したり、
表示するデータも選択できるため、非常に簡単に分析
を進めることが可能です。

表示形式の変更

ドラッグ＆ドロップで縦軸・横軸に
利用するデータを入れ替え可能
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ピボットツールの作成
1

2
ピボット上で利用し
たいデータを選択

3 ドラッグ＆ドロップで最初の
[Rows] 縦軸
[Columns] 横軸
を決定する

4



散布図を使った2軸の統計機能

年代を動かすことで、どのように変化して
きているかも簡単に把握することが可能

データ抽出してから描くマップ
【散布図】
縦・横の2軸に様々な指標をとり、その平均個数や合計個数などを計算、出願人・
発明者・IPC分野など、様々な
指標の比較分析を行うことが出来ます。引用、分類、出願国などの指標を使った比
較に適しています。
例:IPCのバリエーションの平均値と出願先国数からTOP企業のポートフォリオを
比較する
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より多くの出願人によって
取り組まれている

より多くの国に出願
されている



散布図を使った2軸の統計機能
1

4 Y軸の指標を選択

3 X軸の指標を選択

5 年スライダーに利用する年
の指標を選択

6

2 バブル(ドット)に表現する比較対象
フィールドを選択 レコードごとの平均用語数（一意）

1レコード(通常はファミリー)に指定した指標がいくつ含まれ
るか?を計算し、その平均値を算出。
例:
分類-IPC
A社のレコードには平均していくつのIPCが付与されている
か?

用語(一意）の合計数
1レコード(通常はファミリー)に指定した指標がいくつ含まれ
るか?を計算し、その合計値を算出。
例:
DWPIファミリーメンバー国
A社のレコードには全体でいくつのファミリーメンバー国が含ま
れているか?

データ抽出してから描くマップ
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技術の最初の芽と
伸び盛りの分野の
発見(抽出）

ここの傾向にあるワード
企業を抽出する

年代分析年代分析
ここの傾向にあるワード
を抽出する

出現指標出現指標



年代別分析
～IPCや言葉・企業がいつ最初に出現したかを知る～

このレポートでは、様々な指標が
何年から出現したか、何年を最後に
出現しなくなったか
について知ることができ、最近の動向
について、簡単に
調べることができます。

例: IPC、言葉 : 近年新しく出現し
た分野や言葉を知る
出願人: 近年新しく参入した企業を
知る

1

2 分析するフィールドを選択。
IPC, 用語, 出願人など

3 年の分析に利用する指標を選択
優先権主張年(最先)などを選択

4

年の列をダブルクリックすると、その
年に最初に出現したものをトップに
表示します。

データ抽出してから描くマップ

ここの傾向にあるワード
を抽出する



出現指標(Emergence Indicator)
～注目トピックを発見して可視化する～

データ抽出してから描くマップ

出現指標は、大量の情報の中から、伸びてきている成⾧期に値する、注目トピックを探し出すのを助ける機能です。
経年の出現頻度やコミュニティーの有無などから算出したスコアで表現します。
・最近伸びてきているか?
・コミュニティーがあるか?
タイトルや抄録の文章、国など、様々な情報を分析し、出現性から短時間で重要なものを導き出すことができます。

10

year

3

10年以上あるデータを元に、
・1発明者/著者からしか出ていない用語を削除（コミュニティーが存在していること）
・最初の3年間にも頻繁に出現している単語は、一般的用語とし、スコア化しない

タイムスライスの終わりに
向かって急激な伸び
⇒スコア高い

10

year

3

（最初の３年）
どのような用語が共通か
判断するためのベース
※スコア算出しない

（最後の７年）
スコア算出されるエリア

変化があまりない
⇒スコアなし/低い

ここの傾向にあるワード
を抽出する



出現指標(Emergence Indicator)
～作成方法①～

1

2
指標を出す対象の用語フィールド
を選択（クリーニング・ストップワード後がよい）

3 年指標を選択
例:（優先権主張年ー最先）

4
国の指標を選択
例: ファミリーメンバー国

6

自然言語（NLP） 出願国 発明者 出願人

出現指標のスコアが高い
特許がわかります

出現指標のスコアが高い
出願人、発明者、出願国がわかります

出現指標のスコアは、
オプションフィールドのスコアに
影響します

最後の年は無視

データ抽出してから描くマップ

5 散布図を作るオプション

レポート⇒出現指標の図表化
からでもOK
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出現指標(Emergence Indicator)
～作成方法②～

データ抽出してから描くマップ

このレポートは、出現指標の計算で得られた結果を
スコア x レコード件数 の散布図にまとめ、
1ページで把握できるようにまとめ、分析が開始できる
ようにしています。

スコアのついたキーワードや分類

スコアのついた発明者 スコアのついた出願先の国

スコアのついた出願人

スコア

レコード数

全ページでチェックを忘れた場合は、ここか
ら作成できます。
出現指標の作成が行われていない場合は、
出現指標の作成から行います。
どちらからでも作成できます。



Q & A
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ご参加いただきありがとうございました。
アンケートにご協力をお願いいたします。 今後のDerwent

ウェブセミナー開催予定

• DerwentInnovationをチームで活用するには
－カスタムフィールド、アラート等使うと

便利な機能の紹介－

2021年1月14日（木）13:30-14:30

• 2021年 2月以降のWeb講習会、Webセミナーにつきましては、
1月初めにご案内いたします。

https://clarivate.jp/event
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© 2020 Clarivate. All rights reserved. Republication or redistribution of Clarivate content, including by framing or similar means, is prohibited without the prior 
written consent of Clarivate. Clarivate and its logo, as well as all other trademarks used herein are trademarks of their respective owners and used under license.

サービス全般に関するお問い合わせ
Tel:03-4589-3101
Email: marketing.jp@clarivate.com

〒107-6119 東京都港区赤坂5丁目2番20号
赤坂パークビル19階

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール):0800-170-5577（番号変更しました）
Tel:03-4589-3107
Email: ts.support.jp@clarivate.com

サービス時間:月ー金（祝祭日を除く）
午前9時30分～午後5時30分


